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い
｝
凶
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h
d
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一
九
八
八
刊
で
あ
一
つ
亡
。
し
か
し
、
愉
珂
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

ぺi
前
向
助
出
場
に
つ
い
て
の
初
の
法
律
家
が
保
山
さ
れ
た
の
は

的
・
政
治
的
な
何
で
怠
見
？
川

r
Eご
く
分
か
れ
て
、
た
ー
た
め
、
法
悼
作
ト
υ
小
山
油

d
L
Iた－
d
は一

つ
む
六
九
ー
と
な
っ
に
。

ぺi
殖
補
助
医
療
法
（
以
内
ー
上
下
法
t

こ
い
う
n
）

は
、
多
数
の
え
体
的
な
解
決
九
七
科
予
約
一
妥
当
性
に
仔
げ
一
、
ま
た
読
諭
の
余
日
制
り
あ

ヲ

G
J
出
動
は
、
一
判
』
了
者
や
伝
部
で
持
成
さ
れ
る
当
本
土
照
治
以
医
療
妥
門
民
今
一

に
詐
司
早
川
…
一
さ
れ
る
こ
し
し
に
し
た
c

こ
の

内
J

に
7い

ゎ
、
利
、
r
p
J

に
汁
し
℃
議
戸
肱
な
姿
勢
を
市
し
た
c

し
か
し
、

U
侠
聞
を
構
成
す
る
革
本
的
な
法
除
坪

人
間
の
R
Jは
の
眼
底

土
古
庁
別
ぷ
止
の
原
品
川
、
2

身
北
村
的
反
ひ
村
抑
的
完

つ
ま
り

全
性
保
誠
心
除
即
、

ヒ
ド
山
来
物
質
に
つ
い
て
主
終
的
利
ぺ
川
吐
い
干
の
禁
止
の
除
坪
な
円
に
院
し
て
は
、
ヰ
内
山
格
な
ま
ま
41Z
ぬ
る
ν

一
E
4
1

一ι川1
1

一
千
J

人
闘
の
苧
肢
の
原
則

本
法
ば
、

タ
ベ
）
及
ジ
欧
州
討
議
会
の

に
一
。
り
既
に
ど
め

ボ
ル
ト
ガ
バ
共
和
同
ヨ
法
一
信

人
桟
及
川
J
ι

作
物
医
？
に
悶
す
る
条
約
」

ら
れ
て
い
る
「
人
間
の
尊
厳
の
幻
述
、
～

γる
弓
ー
的
え
有
す
る
「
人
持
及
む
牛
物
院
学
に
闘
す
る
条
約
は

れ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
凶
内
法
の
一
部
乙
な
り
、
法
律
、
仏
り
も
卜
ゃ
に
あ
る
ラ

〈ハ心

rリ
に
批
准
さ

九
州
山
の
t
q
u
h
の
ぬ
河
に
茶
づ
く
こ
、

υ
ト
波
及
川
山
人
煩
に
間
一
し
て
禄
々
は
す
d
m
ボ
が
v
守
、
さ
川
さ
れ
る
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不
法
は
一
ノ
｝
ト
在
」
に
ー
人
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／
7
Lて
の
均
位
争
ソ
与
え
立
い
が
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l出
は
本
心
不
尊
ノ
枇
を
も
っ
ん
J

め
、
強
い
法
的
以
認
を
受
け
る
U

づ
ま
旬
、
作
法
は
、
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学
研
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約
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必
準
を
｛
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、
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，
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後
、
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い
る
が
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の
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植
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こ
と
の
容
認
を
通
乙
て
妊
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片
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唱
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滞
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性
を
最
ト
へ
阪
に
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川
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ノ
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（
人
耕
一

の
古
寸
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別
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別
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止
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に
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づ
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し
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別
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・
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嫡
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助
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L療
技
術
に
よ

η
パ
マ
ま
れ
た
こ
と
を
即
日
と
す
る
y

王
切
の
祭
！
日
J

こ
の
た
め
、

山
中
北
川
芹
に
は
、

い
か
と
る
場
ん

で
払
子
が
主
荊
補
助
υ内
療
技
術
に
よ
い
り
生
ま
れ
た
こ
と
小
記
載
き
れ
て
は
な
ら
な
い
一
む

士宅

い
る
一
、
第
一
－
7
条

f
折、）
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身
体
的
及
び
花
神
的
完
全
が
！
日
州
議
（
U
協同ト

バ
遮
補
助
医
れ
，
校
術
の
依
剥
す
い
、
L
Y

り
わ
け
ぷ
性
心
身
体
的
改
ひ
清
神
的
宗
ん
院
の
保
誌
は
、
人
法
の
法
ぶ
的
な
以
理
で
あ
る
v

こ
の
た
め
、

ι

効
補
助
伝
療
校
術
の
実
施
は
保
健
大
店
い
の
前
川
J
之
釈
に
～
凶
公
私
立
医
療
泊
設
い
お
い
て
行
わ
れ
、
医
療
以
術
の
貨
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仲
れ
い
刊
を
す
り
仕
け
れ
ば
な
ら
な
い
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川
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で
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ル
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凡
は
ヱ
早
川
県
な
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の
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あ
る
た
め
、
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事
的
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幸
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在
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け
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な
れ
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、
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は
、
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前
可
の
な
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療
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稲
ぬ
助
医
療
技
（
刊
を
実
泊

f
る
右
目
二
司
以

yrの
禁
犯
に
弘
ず
る
と
川
況
だ
し
に
い

る

へ
第
一
一
同
条
）
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ま
に
、
本
法
は
、
事
例
ご
い
〈

r
iハ
体
的
に
作
り
山
ー
す
日
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の
款
を
際
部
の
決
定
に
止
す
ね
る
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第
川
粂
尽
）
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の
ぷ
尚
一
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は
、
庄
川
町
叫
こ
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に
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出
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仕
の
数
、
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伊

ιよ
打
制
限
さ
れ
て
レ
る
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仇
こ
の
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吟
、
ホ
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セ
〆
に
よ
る
抗
卵
誘
党
治
療
を
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、
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パ
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ず
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銭
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さ
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体
及
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の

条
に
駄
に
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口
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と
い
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U
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る
と
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快
恥
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前
市
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υ
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き
、
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山
一
代
別
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給
一
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一
人
約
を
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結
す
る
こ
と
、
正

ハ
～
べ
逝
ー
牝
船
を
J

パ
一
一
い
す
る
こ
と
は
犯
罪
と
な
る

戸
市
一
九
条
）
一

一文」
h
J
h
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耕
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子
－

W
了

F
の
完
却
は
村
市
J

げ
δ
れ

山
椛
供
さ
れ
た
陪
い

F
m
l↓
l

れ
に
制
格
を
つ
け
て
は
な
ら
な
い

一
人
久
J31州、

卵
f

十
格
子
・
作
れ
J

小山
7
Q
い
じ
ゃ
池
補
助
医
療
L

よ
る
い
か
な
る
寸
物
一
f
的
物
質
の
亘
円
一
一
も
京
止
し
て
い
る

小
娘
椅
助
亙
ι
絡
の
実
施
の
粂
糾
け

バ

ι泡
俣
時
小
山
伏
市
は
、
げ
一
誌
の
代
日
十
h
h
d
法
で
は
な
く
、

あ
く
士
で
も
制
助
的
な
ト
々
法
で
あ
る
f

そ
の
長
術
を
利
回
「
る
こ
と
が
討
さ
れ
る
の
は
、
①
自
然
一
刻
桜
の
可
能
性
、
巾
’
た
い
と
レ
う
医
守
的
な
判
断
に
よ
？
っ
く
不
「
弘
、
山
山
南
大

主
疾
患
が
r

一le
に
伝
わ
る
急
迫
主
危
険
が
あ
匂
場
合
に
そ
れ
を
町
一
け
る
た
め
、
こ
い
う

つ
の
場
与
で
あ
る
」
し
か
し
、

イ
タ
リ
ノ
マ
主

C
C
阿
九
二
月
九
日
法
待
第
阿
、
｛
ハ
ケ
第
一
条
及
ひ
第
凶
条
店
（
J

）
で
は
、
ぶ
妊
治
療
の
場
ιけ
し
か
認
め
つ
れ
て
い
白
い
わ

八
歳
以
上
及
び
村
川
の
兵
常
に
よ
る
禁
治
産
官
到
の
注
い
こ
〉
〕
、
同
〉
伎
制
収
者
は
、
婚
阿
波

州
日
川
な
条
件
に
つ
い
て
本
法
は

係
に
あ
る
男
女
、
ま
U
J

は
年
間
以
ト
む
川
一
心
片
山
刊
畑
氏
仰
に
あ
る
男
l
k
↑
〈
あ
る
、
て
／
て
と
い
た
条
れ
か
｝
定
め
て
い
る
o

J

の
ー
～
め
、
司
性

「

内

一

一

i

ス
ペ
ノ
ノ
や
よ
リ
ン
ア
な
と
で
は
、
仙
川
円
ツ
ザ
有
心
女
立
は
仲
町
娘
怖
政
医
療
技

力
ソ
ゾ
ル
令
…
出
一

4
寸
の
女
辻
仁
川
V

除
か
れ
ご

w

る
（
し
か
し

ザ、
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術
を
利
川
す
る
ャ

ζ

が
さ
さ
る
ν

四

決
J
F
h為

約
千
に
よ
る
一
元
悼
何
日

L
で
作
成
さ
れ
た

ボ！Iトガ Jしにおげるq→地引＂＇土包指決 f:c j' ）ノυd：λ ハIIi王争事 ;; : 

は
、
性
別
心
選
抗
が
認
め
b
号
、
い
る
U

件
－
嫡
的
ク
口
一
一
ン
グ

l主

c
f
J

午
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
批
准
し
た

恒
例
は
、
「
萱
一
い
民
に
叶
刊
の
人
間
を
作
り
出
す
こ
ζ

を
イ
的
と
す
J

る
生
頒
的
ク
ロ

i
二
／
グ
ー
な
恰
J
H
」
つ
る
口
そ
一
け
指
定

川
牛
耳
「
〕
朱
本

一
九
九
八
午
に
パ
リ
で
訓
却
さ
れ

徒
及
び
作
物
医
学
に
宮
内
「
司
令
丸
木
お
追
加
山
一
一
議
山
台

に
廿
ヰ
つ
い
て
い
る
c

ク
口

l
／
校
術
心
引
用
心
州
一
ボ
止
に
鳴
す
る
一
人

ボ
ル
、
刀
ル
む
立
法
者
は
、
治
療
的
ク

U
l
一
一
ン
グ
を
禁
止
し
な
か
う
七
〔
そ
の
た
め
、

3午、

（
第
九
条
匹
収
d
J
ど
研
究
対
象
「
ず
る
三
と
が
で
台
る
コ

断
に
よ
り
汽
ん
し
ア
で
き
ず
、
仕
別
は
か
か
わ
る
遣
い
子
夜
中
い
が
起
こ
る
恐
れ
ー
か
あ
ゐ
場
合
、
軒
、
え
ば
あ
る
精
心
血
友
病
な
ど
の
場
台
ピ

以
五
年
以
卜
心
林
山
誠
二
処
さ
れ
る

ごい巾一ーハ条）
1

一
心
て
、
必
合
法
て
ゐ
る
キ
枯
加
し
い
J
’円一

1
ニ
ン
グ
を
わ
ろ
醤
は
一
年
ー

2 

校
秘
的
一
言
一
に
的
）
優
片
、
γ
及
ひ
性
別
の
巡
択

陸
一
極
的
JJ

没
μ
一
予
は
栄
ー
さ
れ
て
し
る
c

つ
ま
り
、
佐
の
遺
伝
的
資
を
改
yt
門
「
る
こ
と
は
八
日
一
？
に
3
れ
し
中
山
り
、

午
以

F

ず
る
乙
川
滑
に
さ
れ
て
い
る

（川市一一ム〕えさっ

ノL

「
ノ
ネ
十
サ
1
可ノ

ョ

O
十
日
。

ーJ
、ァ、一、

i
v
v
l
d
 

川
以
況
の
川
い
引
に
該
当
す
る
ζ

さ
れ
て
い
る
」
百
〆
？
？
／
、

「
凶
ハ
牛
前
診
断
ま
た
は
伯
床
、
日
中
山
伝
ァ
ヲ
ネ
昨

そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
ぽ
一
人
権
史
び
d
物
医
学
に

持
ゐ
一
条
及
び

四
条
に
況
に
p

山V
ム壮し
C
い
る
た
昨

ヨ
l
口
ソ
バ
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戸、

さ
は
ほ
L
r

ん
〉
の
凶
々
で
l

ン
山
一
ン
汁
ス
に
注
、
〆
て
い
る
－

7開

3 

キ
メ
ヴ
な
い
し
ハ
ィ
ー
プ
リ
ソ
ド

F

メ
ラ
あ
る
い
は
ハ
イ
ア
リ
ア
ド
を
作
成
す
る
た
め
に
手
嫡
袖
坊
医
指
片
山
桁
中
利
用
す
る
こ
？
と
は

一
司
以
上

μ
1
1
m
ト
の
は
器
調
に
処
さ
れ
る

（
第
二
八
長
一
。

人
間
の
遺
伝
的
ア

J
7／
ア
イ
ア
ィ

l

九
九
七
年
に
改
！
ば
さ
れ
た
ボ
ル
ー
ガ
ル
lH
和
河
憲
法
第
二
六
条
一
一
項
は
、

そ
孔
に
違
反
し
丈
場
台
、

そ
の
山
胤
｛
止
は
、
入
拡
の
造

μ於
y

ノ
デ
J

一ア

r
一y
r
l
r混
牢
什
ヲ
る
技
術
を
た
止
す
る
、
自
治
決
／
行
吐
が
あ
る
憲
法

引
A
A
V

押
し
亡
い

戸
の
脳
部
と
し
て
勝
視
で
き
る
だ
ろ
う
F

4 

代
瑚
九
法
除

代
坦
演
仏
止
は
坐
一
山
止
さ
れ
て
お
り
、
有
償
細
川
償
ν
問
わ
ず
代
理
法
胎
契
約
は
無
効
で
丸
る
J

り
は
分
娩
キ
わ
で
あ
る

？ 
／ 

L、

的
な
ル
ー
ル
の
施
行
が
紐
付
さ
れ
て
い

よ〉

叫
制

d
M
に
用
い
る
ご
ノ
午
、
河
的

ζ
L
た
肝
心
作
成

そ
の
ル
ー
ル
は
院
に
寸
ピ
エ
ド
条
約

－
、
人
権
及
び
生
物
代
子
に
持
」
つ
る
条
約
）
第
一
ヘ
長
に
存
伝
7
戸
、
い
ゐ
。

川
引
先
に
阿
川
い
る
こ
と
を
は
的
に
、
校
主
に
宇
領
補
助
医
桜
J
V
一
使
っ
て
駐
を
作
或
ず
Q
こ
と
は
判
官
オ
さ
れ
て
い
る
（
第
九
条
攻
～

コ
3
り
、
重
伎
な
杭
れ

C
占
め
る
ド
山
六
甲
ゆ
を
応
体
き
、
ヨ

i
υ

ァ
べ
で
は
一
は
と
ん
と
コ
／
セ
ン
サ
ス
に
け
v
h
L
亡
い
る
。

し
か
し

布
引
？
J
J

仇

」
と
を
川
一
イ
止
す
る

（
品
川
九
条
項

一
方
で
、
「
治
十
に
よ
る
受
宿
店
L
で
υ
成
さ
れ
人
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杯
」
の
州
究
（
幻
九
条
目
頃
d
）

と
一
一
叫
、
え
る
の
だ
ろ
う
か
〉

は
認
め
つ
守
れ
る
c

川
究
の
た
め
な
、
h
J

ク
ロ
ー
ン
佐
の
作
成
を
認
め
る
こ
と
は
、
地
言
、
以
て
い
る

そ
れ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
に
お
け
る
矛
厄
で
あ
ろ
う

o
t屑
／
三
一
司
え
な
い
の
は
、
ボ
ル
ト

γ
ル
の
リ
法
名
人
y

「
ク
竹

J

町
駅
古
本
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中
」
力
一
日
ー
で
は
な
い
と
考
え
ζ

い
る
場
台
？
地
で
為
ろ
う
。

研
究
の
ト
、
め
に
作
成
さ
れ
た
ク
ロ

J

山
工
法
的
に
よ
る
併
は
本
当
の
加
で
は
な
い
と
い
う
誌
は

よ
り
抜
叫
汽
れ
て
い
る
c

ダ
ニ
工
ル
－

E
ヲ
オ
枚
以
は
、

ク
ロ
ー
ン
止
は
雄
川
川
町
一
偶
了
と
雌
世
紀
偶

F
心ん
U
A
W
や
接
合
に
欠
行
、
去
の

前
え
ば
ゲ
一
J

ル
a

七
一
ヲ
寸
教
授
げ

合
外
接
ム
口
仁
よ
っ
て
こ
そ
遺
伝

f
仁
心
昨

で
忘
る
、
吟
一
心
・
車
穫
で
き
た
い
取
り
替
え
ら
れ
な
い
訴
に
な
制
約
し
か
、
佐
と
は

金
改
び
芥
重
殺
笠
宮
も
つ
新
に
な
阿
川
ハ
作
日
N
J

中
じ
る
と
主
張
し
て
w
ツ
G
C

一
台
凡
悼
の
結
果

五

余
剰
一
山
山
の
利
用
を
伴
う
併
究

Mlp恒
補
助
医
山
町
技
術
に
よ
っ
て
作
以
さ
れ
允
へ
τハ
利
駐
の
利
回
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
｝

研
究
会
阜
市
止
7

し
て
い
る
国
が
あ
る
c

コハ

L
lザ
し
ま
、

↑（

i

ノ

ノ
J

｝

bv

こ
り
の
一
ハ
守
に
余
剰
町
駅
の
利
店
主
伴
ニ
J

州
中
九
年
認
め
る
凶
ヘ
ス
？
l

ノ、

の
許

r一
を
受
け
ず
八
上
、
持
供
者
ヘ
カ
サ
ア
ル
）

ブ

ブ

J

ス
h
匂
じ
〆
乙

川
グ
ル
ー
プ
に

er一人

、J
た
っ
ム
ホ
耐
叫
阪
の
利
用
を
伴
う
引
先
を
ノ
ち
ー
に
は
、
臼
窓
生
地
情
助

K
出町
J
ι
h
k

ドパムム」

の
司
ー
立
を
付
な
け
れ
ば
な
ら
白
い
υ

l
i
ロ
ソ
ハ
で
は
、

恥
止
の
利
川
一
昨
付
加
の

収
研
究
で
は

の
診
断
や
治
相
ピ
吟
ず
る
戸
」
ζ

、
、
ば
バ
ー
姐
祈
坊
医
棋
士
3
Rを
改
良
一
f
J

る
、
｝
乙
、

mku件
紘
胞
パ
ン
ク
を
私
備
ず
る

こ
？
へ
と
い
内
川
山
川
が
辺
ぷ
さ
う
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
〆

L
、
伍
研
究
U
T
仁
川
一
心
境
ん
円
に
悲
仏
り
ら
れ
て
い
る
が
、

、‘F
J

ハコ
J

v

h

、J
7
コ司寸
ι

ザ叶人ーも
1

、ノ
T
u
r
l
z
じ

J
ぺl

、rt
万一一
m
M
M
イ
E
L
j
向
日

J

ノ々↑し一
j
d
h
n
yノ
令

円

J
U
司
て
咋J
土
利
市
寸

（！メ人比主手、 cs11231: 2'1 120凶＼.c. 



戸、

る
者
は
年
以

l
斗
午
以

f
の
unハ
ル
ド
処
さ
れ
る

一
第
四
日
条
）

7開

一」
ノ、

第
二
者
の
提
供
者
一
説

f
関
係
及
び
提
供
れ
の
院
各
作

ド
ル
ト
ゲ
ル
法
は
、
生
殖
返
釈
に
弟
－
苦
心
一
八
l
J
人
」
を
認
め
7
Q
O

庁
ω批
判
者
間
人
民
結
（
精

f
提
供
六
非
配
偶
者
向
咋
外
受
精
（
結
r
j
提
供
マ
卵
子
課
供
）
、

山
川
島
と

J
J
d能
市
為
る
U

議
乙
j

民
骨

ペー物
4
r
m
v
ヰ
J
関
係
と
社
会
的
な
杭
子
関
係
の
～
っ
ち
、
本
伝
は
い
後
者
中
俊
光
し
て
い
る
し
え
が
っ
て
、
犬
・
パ

l
、
r
l

三九一一円
J
h「
品
川
J

t
I
P
Fと

パ
ー
ト
ブ
！
の
，
十
と
す
る

心
戸
ム
E
t
h什
1

にん

A
I
D
”

i
vド
に
よ
ぺ

c
q

奇
心
て
、
精
子
必
供
宗
と
キ
ま
れ
る
子
2
心
問
に
は
摂
チ
悶
炉
供
が
以
l
v
o
し
な
い
、
ち
り
と

L
、，
i
山
i

叫
す
る
権
利
義
務
を
有
し
沿
い
ハ

2 

提
供
者
の
区
内
名
川
内
川
山
m
t
H
K知
る
権
利

こ
の
山
町
田
は
、
回
内
子
読
に
お
し
vL
田
岡
本
一
議
論
に
な
っ
亡
し
い
る
問
也
の

。
一
心
ハ
ヰ
山
立
法
乏
に
よ
る
解
決
は
、
提

コ
で
い
わ
令

供
者
の
同
名
性
か
っ
治
ま
る
が
、
次
の
場
ム
τ
に
は
そ
の
原
則
を
緩
和
し
て
い
る
。

・
提
供
者
の
ア
ィ
フ
シ
ワ
ィ
一
y
ィー

J
f
除
く
、
法
伝
情
出
へ
の
F

ク
セ
ス
の

－
uithi引
の
い
白
色
件
を
絵
得
し
た
ま
ま

へ
提
供
者
本
人
か
明
確
に
は
怠

L
K地
合
や
除
（
）
、
給
制
臨
ん
よ
口

E
め
る
か
さ
か
の
情
報
提

供
・
重
大
な
心
舛
同
窓
刊
ω
あ
る
場
合
に
は
、

生
ま
れ
た
子
が
成
年
に
小
ゆ
っ
一
人
役
、

政
判
所
の
川
断
に
よ
り
必
位
、
朽
の
」
ゲ
ャ
一
元
確
認
の
情
報

（

1m日
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会
p
h

よ
め
る
ャ

ζ

が
さ
さ
る
ν

た
だ
し
、
提
供
フ
て
と
↓
ー
と
の
法
的
作
品
関
係
ヘ
親
了
関
係
あ
る
い
は
扶
養
関
係
）
は
決
、
〕

司
令
、
」
こ
が
で
き
な
い
。
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広
＝
］
叫
に
し
て
は
、
本
法
は

ヘ
川
札
供
者
の
利
市
円
以
札
び
47
肢
の
平
和
）
を
、
他
ん
で
山
川
出

方
で
提
供
有
心
陪
名
什
を
縦
十
立
i
o利
口
一

z
七
、
よ
い
パ
一
Y

J

ス
で
位
つ
に
い
る
と
考
え
る
ハ
了
日
パ
円
を
ト
か
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
一
円
1
1
1
1

口
J

パ
で

一日－

そ
の
権
利
の
支
～
汁
将
h
r
ま
す
ま
す
増
え
て
い
る
。

を
ト
計
る
権
利
一
コ
ナ
ζ

も
側
〆

七

一

γプ
ゑ
之
ノ
H

へ
A

竺
て
也
冗

zr，J
L

I

f

－
 

死
ゅ
の
人
l
授
精
も
、

国
際
的
に
大
き
な
議
有
吉
呼
ru
一ー、いる
v

ポ
ル
ガ
ル
む
解
決
方
怯
は
、

． 
JF 
絞
cコ
人

ゴえ
" 千：！
えJ

？主
止
汽「
る＂'x: 

一＼
Uノ

と
んD

ーに

"" 

（よん一り刊山十円
J
d

何
十
が
あ
る
均
台
、

廃
支
ず
べ
き
で
あ
る
と
「
る
）

抗

生

二

グ
z
h

…嶋必
A

バ
ν

項

・
批
に
ぬ
H
K
市
一
問
卵
い
れ
L
わ
る
場
合
、
f
え
の
子
J
Uけ
に
務
根
す
る
こ
と
乙
認
め
る
べ
v

そ
の
場
介
、
山
人
」
が
世
田
置
に
よ
り
メ
の
体
外
受
粍

に
同
立
7

し
た
こ
と
げ
ア
確
実
で
な
け
れ
ば
？
り
な
い
r

ま
た
他

H
で
は
、

本会、
1
百
E
J
I

ー
恥
の
利
主

の
用
出
？
川
町
じ
的
手
二
」
干
ま
コ
た

決
定
が
な
さ
れ
な
い
よ
h

つ
山
、
主
日
付
ザ
て
執
考
期
聞
な
一
止
め
て
い
る
（
努

条
一
一
頃
J

C

}¥ 

着
床
p

引
遺
伝
↓
j
診
断

着
峠
r
U
E
M子
人
前
附
は
、
分
品
川
ま
で
－
T
統
で
さ
は
い
灯
r附
を
予
防
す
る
小
人
吟
、
あ
る
い
は
重
大
止
条
色
体
‘
追
い
子
異
常
三
め
る
山

を
移
補
す
る
、
」
と
を
予
防
す
る
た
け
町
に
認
め
ら
れ
る
n

そ
訂
ー
で
ボ
ル
ト
ザ
ル
法
は
、
茂
際
的

ι午
前
散
の
へ
小
川
地
の
あ
る
技
術
を
認
吃
て
い
る
η

そ
、
れ
は
、

くc 

せ
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戸、

と
で
あ
る
〉
ず
な
わ
ち
、
川
刊
外
受
｛
也
市
吉
行
コ
Z
J

～徒、

H
L
九
九
刊
適
台
検
人
け
や
じ
的
と
し
た
＋
青
山
小
必
遺
伝
子
治
断
寸
分
一
行
一
人
施
ト
20ν

？
げ
れ
ば
、

7開

の
割
引
刊
を
手
へ
け
な
汁
れ
ば
仕
ら
ヨ
い
。

例
え
は
、

U
2
h
幻
J
H
可
を
紋
う
よ
う
に
、
重
大
な
病
気
の
治
療
に
役
リ
コ
と
い
て
ノ
河
川

3
1
片
政
移
植
を
わ
う
た
め
な
ど
で
あ
る
ο

た
z人

、J
、
ゲ
し
の
い
拭
（
怖
い
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
「
同
家

4
姐
同
助
医
療
会
員
会
」

九

結
一九
凶可M

F
ル
h

万
ル
〈
U

止
殖
補
助
医
療
渋
は
直
－
h
山F
拐
な
も
の
で
あ
る
と
思
う
者
が
レ
る
た
ろ
う
U

そ
乃
一
担
出
と

L
て
は
、

－
Jl記
問
者
約
人
に
パ
又
悼
怖
を
お
め

L
い
る
c

e
F炉
内
ん
と
認
め
て
い
る

・
治
療
的
ク
ロ

l

一
ン
グ
を
誌
め
て
い

Q
n

・
～
ア
チ
イ

T
1
・
ベ
ピ
i
り
ぬ
ム
口
主
人
じ
め
、
右
中
咋
荒
川
ぱ
伝

f
診
断
、
中
認
め
一
亡
い
る
。

と
い
号
、
も
の
で
あ
る
つ

方、

4
法
は
保
守
的
な
J
、υ
の
で
あ
る
と
田
を
つ
ヌ
J
川
、
い
る
だ
ろ
う
じ

そ
の
閉
山
？
川
、
と
し
亡
は
、

・
伝
身
者
の
久
性
及
川
内
向
性
カ
ノ
ブ
ル
を
除
い
て
い
る
c

－
r
ア
の
山
凶
出
を
妊
匂
権
利
を
明
確
に
保
返
し
て
い
な
い
J

と
い
う
も
の
と
あ
る
。

ル
判
ム
山
の
慨
世
銀
が
い
中
小
め
る
愉
球
的
な
、
日
設
を
維
持
し
つ
つ
、

牛
叫
畑
一
刈
効
医
療
心
分
野
に
お

ρ
ど、

わ払は、

i
小
川
氏
が
h

咋
的
に
パ
↑
7

J

ス
の
と
れ
に
も
の
で
為
り
、
社
会
的
以
価
値
観
を
必
ず
？
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
U

ボ
ル
ト
カ

店
門
学
の
将
来
的
に

4
枝
な
進
忠
J
J／一

パ
え
行
入
れ
る
余
地
が
た
る
法
伊
で
あ
る
と
宅
え
て
レ
ッ
G
C
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※ 

〆〕弘司門叶
J一
主
勺
2
2一辺、マ

J
1
レ
・
ン
マ
ぇ
・
ペ
レ
イ
一
寸
J

一
え
は
、
ボ
ル
ト
刀
ル

e
I
イ
ニ
ソ
ラ
大
学
伝
リ
プ
市
町
穀
店
、
及
川
L

川

IE－の

生
命
rMJγ
日
討
中
一
〆
ゐ
｜
一
A
2
5
ニ
こ
F
2
3
ピ

S
E
A
t
宇
税
同
長
乙
ぶ
よ
見
粉
？
九
三
へ
さ
2

5
ミ
さ
さ

T
E
d
E与
E
F
2
2

己
ミ
R
3
3
2
5ヨ
p
k
w
E
f
Lじ
き
さ
工
三
戸
川
宍
｝
ヨ
一
一
主
的
・
古
川
名
院
に
芯
げ
る
f
ン
フ

t

A
ド
e

f
－ノ

I
ン
ト
一
一
コ
イ
ン
プ
ワ
、

F
J

＼
叫
」
七
＼
ノ
パ
t

J

）
の
M

パ
音
一
で
必
わ
る
〕
）
民
N
J

引
の
字
山
知
一
一
v

て
は
、
ア
ン
ト
L
e
ベ
レ
イ
ラ
加
賀
川
茂
ほ
か
京
｝
一
ド
ホ

U
l
カ
ル
民
法
み
（

率
指
」
別
清
羊
院
八
争
点
、
川
了
別
立
入
問
勺
ニ
パ
ハ
人
）
穴
七
〕
円
以
が
あ
勺
ド

川
相
は
、
一

c
v
年
七
社
内
日
に
れ
わ
れ
た
た
政
人
学
法
A

入
品
之
怯
講
演
会
心
誹
治
原
稿

2
小
川
ゆ
ト
刀
ル
語
）
古
一
刻
甲
れ
こ
い
も
小
心
で
正

ブ

hvuo
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っLヨ
問
内
乱
。
｝
U
釦
お
っ
閉
口
三

C
E
Eヨ
〔
時
C
日
勺
古
色
乙
コ
ミ

c
t
z
c
主
叶
2
5
R》別凶器一利川
1ω
刊
に
m

は
す
る
ム
枕
耐
絵
本
切
に
へ
て
の
一
主
員
人
口
、

3
忌
2
2
1旬、

3
2
3主
ヘ
町
九
字
、
v
h

コ
へ
と
へ
大
ム
u
z
z叫へ二、
y
さ
？
と
」
件
f
k怖
肋
技
術
心
利
片
ヘ
計
画
一
、
う
JF丹、
C「
Tv
守
二
一
一
ど

gcddAJCZV
バ
f

r占
JfJμ
セ
〆
夕
、
九
ガ
ハ
を
山
下
町
J

（
〉
ニ
バ

v

ト
刀
ル
共
わ
れ
市
戸
三
ハ
パ
同
八
条

i

唄

一
三
イ
タ
リ
戸
で
は
、
二
ハ
（
四
つ
月
九
ゴ
出
法
前
向
ヘ
ヨ
第
同
条
一
段
ド
お
い
て
、
民
羽
ご
、
、
に
一
日
一
一
出
す
『
引
の
f
N
U
J
1

相
以
ヘ
に

制
限
L
に
い
る
「
｝
ワ
佳
作
む
日
的
は
、
仏
駅
P
U
け
へ
ん
川
心
子
J

川］に口付
1

せ
さ
れ
な
い
伝
一
、
令
利
同
い
）
の
作
成
ど
遭
い
ノ
る
こ
丈
島
る
「

一4
J
1
J、
い
一
「
人
権
及
び
パ
「
物

K
り
子
に
胡
寸
る
条
約
一
心
条
文
d
m
に
苅
二
口
、
h
川
出
敏
之
「
パ
f
h甲
f
及
ワ
k
f
s
円
い
い
い
引
に
珂
寸
る
人
格
A

hJ
ヘ
防
の
尊
肢
の
は
一
誌
の
＋
～
め
の
条
約
一
人
権
壮
び
行
均
医
学
に
附
す
る
条
約
）
」
外
国
C
v
Z山
一
コ
註
ヘ
九
九
八
）
仁
氏
以
を
参
同
一
一

ご

JF

方
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